
第 104 回教育課程小委員会議事録 

 

１．日時・場所  

2026 年 10 月 1 日（木曜日） 21：00－22：10 オンライン会議 

 

２．参加者（以降、敬称略）  

（地学）相川、飯田、市川、佐藤、高田、田口、冨樫、根本、藤原、宮嶋 

（地理）高橋 

 

３．協議 

（１）パブリックセッション 

 ・コンビーナ団の構成や以下のセッション提案の方向性など進捗状況と今後の日程を確認した。 

 ・2027 年大会でのセッションでは、2026 年大会で行った気候変動の議論の内容を継承し、さらに幅広く

展開すること、総合討論の時間を充実させることを念頭に置く。 

 ・招待講演候補者などについて、今後コンビーナ団で検討を進める。 

 ・フライヤーは、地学教育関係者交流会参加者に渡せるよう、２月中の完成が望まれる。 

 

（２）地学教育関係者交流会 

 ・趣旨やプログラム案などの概要を確認した。 

 ・初めての方・若い方のネットワークづくりなどを念頭に実験実習をする。 

 ・実験実習を行うのであれば、工具等でのケガが心配される。ケガ等に対応する保険に入った方が良い。 

他学会で行った実験実習を伴う講習では、２日間で１人 100 円程度の保険に入った。 

 ・委員や参加者の旅費の支出について、検討を進めることを確認した。 

 ・第１報を早めに出して周知して、申込の開始は１月くらいからでもいいのではないか。周知の媒体は JpGU

メールニュースや教育検討委員会の Web サイトなどがある。 

 ・講演者は次回くらいまでに確定させていく。 

 

（３）教材共有の計画 

・理念・課題・手段などを確認した。 

・地学を専門としない教員を含めて、すべての教員が安心して授業ができる環境を整備する。 

 ・年度内に教材の共有が出来ればと考えている。 

 

４．その他（検討事項） 

〇次期学習指導要領について 

・「科学と人間生活」（４単位）の設置により、高校地学の存続や高校生の理科のリテラシーに与える影響が 

心配される。 



・上記のような懸念がある次期学習指導要領の構成について、文部科学省に意見を伝えることが必要と意

見があり、そのために、コアメンバーを募って早期に議論を始めることが提案された。 

 

５．次回小委員会  

11 月下旬頃の開催を検討する。 


